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Programme of Study,QCA，2007. 

8 ） 　質問紙の内容については，「郷土愛」ユニット
のエレメントにおける3つの構成要素を意識し，
プレとポストの「知識と理解」の深まり具合，「技
能と才能」の向上の具合について比較・検討し，
それらの記述内容から読み取れる「価値と性向」
の変容とその総体が，「郷土愛」の醸成・涵養の
度合いとして評価できるかについて検討する。
質問項目は，対象者自身の基本情報（出生地・
居住地，参加経験のある地域活動，応募の理由
と活動の感想），当該市に関する基本情報（地図
上の位置）に加え，当該市の「良いところ」「好
きなところ」および「悪いところ」「困ったとこ
ろ」を可能な限り記述させ，かつ，その伸長や
解決の方策までを問う。

9） 　これまで5回実施した。なお，第6回以降，コ
ミュニティバス，地場産業等をテーマとした取
材を計画している。

10） 　これまで5回実施した。なお，第6回以降，宇
治茶生産農家，製茶工場など，宇治茶の生産に
関する取材を計画している。

11） 　通圓茶屋は茶人通園が宇治橋の東詰めで茶を
売っていた店で，創業は平安時代末永暦元年（西
暦1160年）である。現在の当主は24代目であり，
当主に直接取材した。

12） 　朝日焼は，宇治川をへだてて平等院をのぞむ
この景勝の地で，慶長年間（1596～1615）に開
窯したと伝えられている。現在の窯元は15世で
あり，窯元に直接取材した。

13） 　上越タイムスはNPOや行政に紙面提供をし，
経営危機から脱し急成長した。畑中哲雄（2014）
『地域ジャーナリズム―コミュニティとメディア
を結びなおす』勁草書房，を参照。
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その考えを聞き、他の児童は、その考えに対しての

ハンドサインを出し、そのハンドサインを見て、最

初に指名された児童は、次の児童を指名するという

相互指名をしながら授業を進めていった。教師は、

指名されない児童の考えや発言をしている児童が、

次の児童を指名するのに、どんな考えを知りたいの

か、ハンドサインによって捉えることができた。児

童も常に、友達のいろいろな考えと自分の考えを比

較することができるので、考えを少しずつ深めるこ

とができた。また、相互指名を行っていくうちに、

話し合いがめあてから外れそうになった場合、教師

もハンドサインを出し、軌道修正するために必要な

考えをもっている児童を指名することもあった。

４ 授業実践１

単元名

年 社会科「日本の国土と人々のくらし」

時間目 時間完了）

学習の目標

日本の川と外国の川を比べ、川の幅や流域の様子

を知ることで日本の川の特徴を考え、表現すること

ができる。

めあてと手立て

本 時 の

めあて
日本の川の特徴を考えよう

手立て ○授業を行う 週間前に、外国の大きな

川と日本の川の写真を見せ、違いを実感

させることで意欲的に地図の表す意味

を読み取ろうとする。また読み取ったこ

とをわかりやすく伝えられるように家

庭学習で根拠をノートにまとめる。それ

を教師が点検をする際、児童に説明さ

せ、確かな読み取りができているか確認

する。そのことにより教師は、児童一人

一人の考えが把握でき、児童は自信をも

って根拠を明確にし、わかりやすく説明

を行うことができるだろう。

授業の実際

「つかむ」の段階で、「板取川」「ナイル川」「アマ

ゾン川」の 枚の写真を見せ、気付いたことを考え

させ、発表させた。「川幅がせまい。」「川が曲がって

いる」「流れが急」など気付いたことは何でも発表し

てもよいことにしたので、多くの児童が挙手し、発

表することができた。「つかむ」の段階で、川幅や流

域の様子などから、日本の川と外国の川の違いが分

かったことをもとに、「考える」段階では、日本の川

の特徴について話し合わせた。自主勉強（家庭学習）

で前もって「日本の川の特徴」について、地図帳だ

けを見て、児童一人一人に考えさせておいた。（「教

科書は見ない」という条件をつけておく。）「日本の

川には、魚や鳥がいる」といった特徴の言葉の意味

のわかっていないような内容で、ワークシートに書

いていたＡ子。「利根川は太平洋に注ぐ川」と書いて

いたＢ子。どんな話し合いにどうなるのだろうと心

配していた。

はじめにグループで話し合わせた。すると「日本

の川は、外国の川と比べて短い。」や「利根川の流域

面積は日本で一番広い。」などの考えが出された。な

かなか「特徴」に結びにくいようだったので、それ

ぞれの班のリーダーに『「日本の川は、外国の川と比

べて・・・」という言葉でまとめるとどうなるか』

と付箋に書いて渡し、グループで話すように指示し

た。その後、グループで話し合ったことをもとに、

クラス全体で話し合った。分かりやすく、説明する

ために を使い、 男の考えをプラズマテレビに

映し出し、説明させた。 男は等高線に目を向けて

いた。「日本の山は等高線の間がせまいから、山が急。

そこに川が流れると川も急になる。世界の山は等高

線が広いので山がなだらか。だから川もなだらか。」

と地図を示しながら、発表した。友達の考えを聞い

たり、質問したりする活動していくうちに、めあて

に近づく児童もだんだん増えてきた。授業の最後に、

日本の川の特徴について、自分の言葉でまとめさせ

た。するとＡ子は、「外国の川と比べて、日本の川は

短く、流れが急。」と書き、 子は「川と地形と関係

がある。山が急だから、川がすぐに流れてしまう。」

とその児童なりにまとめることができていた。

（ 、プラズマテレビを使っての発表の様子）
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その考えを聞き、他の児童は、その考えに対しての

ハンドサインを出し、そのハンドサインを見て、最

初に指名された児童は、次の児童を指名するという

相互指名をしながら授業を進めていった。教師は、

指名されない児童の考えや発言をしている児童が、

次の児童を指名するのに、どんな考えを知りたいの

か、ハンドサインによって捉えることができた。児

童も常に、友達のいろいろな考えと自分の考えを比

較することができるので、考えを少しずつ深めるこ

とができた。また、相互指名を行っていくうちに、

話し合いがめあてから外れそうになった場合、教師

もハンドサインを出し、軌道修正するために必要な

考えをもっている児童を指名することもあった。

４ 授業実践１

単元名

年 社会科「日本の国土と人々のくらし」

時間目 時間完了）

学習の目標

日本の川と外国の川を比べ、川の幅や流域の様子

を知ることで日本の川の特徴を考え、表現すること

ができる。

めあてと手立て

本 時 の

めあて
日本の川の特徴を考えよう

手立て ○授業を行う 週間前に、外国の大きな

川と日本の川の写真を見せ、違いを実感

させることで意欲的に地図の表す意味

を読み取ろうとする。また読み取ったこ

とをわかりやすく伝えられるように家

庭学習で根拠をノートにまとめる。それ

を教師が点検をする際、児童に説明さ

せ、確かな読み取りができているか確認

する。そのことにより教師は、児童一人

一人の考えが把握でき、児童は自信をも

って根拠を明確にし、わかりやすく説明

を行うことができるだろう。

授業の実際

「つかむ」の段階で、「板取川」「ナイル川」「アマ

ゾン川」の 枚の写真を見せ、気付いたことを考え

させ、発表させた。「川幅がせまい。」「川が曲がって

いる」「流れが急」など気付いたことは何でも発表し

てもよいことにしたので、多くの児童が挙手し、発

表することができた。「つかむ」の段階で、川幅や流

域の様子などから、日本の川と外国の川の違いが分

かったことをもとに、「考える」段階では、日本の川

の特徴について話し合わせた。自主勉強（家庭学習）

で前もって「日本の川の特徴」について、地図帳だ

けを見て、児童一人一人に考えさせておいた。（「教

科書は見ない」という条件をつけておく。）「日本の

川には、魚や鳥がいる」といった特徴の言葉の意味

のわかっていないような内容で、ワークシートに書

いていたＡ子。「利根川は太平洋に注ぐ川」と書いて

いたＢ子。どんな話し合いにどうなるのだろうと心

配していた。

はじめにグループで話し合わせた。すると「日本

の川は、外国の川と比べて短い。」や「利根川の流域

面積は日本で一番広い。」などの考えが出された。な

かなか「特徴」に結びにくいようだったので、それ

ぞれの班のリーダーに『「日本の川は、外国の川と比

べて・・・」という言葉でまとめるとどうなるか』

と付箋に書いて渡し、グループで話すように指示し

た。その後、グループで話し合ったことをもとに、

クラス全体で話し合った。分かりやすく、説明する

ために を使い、 男の考えをプラズマテレビに

映し出し、説明させた。 男は等高線に目を向けて

いた。「日本の山は等高線の間がせまいから、山が急。

そこに川が流れると川も急になる。世界の山は等高

線が広いので山がなだらか。だから川もなだらか。」

と地図を示しながら、発表した。友達の考えを聞い

たり、質問したりする活動していくうちに、めあて

に近づく児童もだんだん増えてきた。授業の最後に、

日本の川の特徴について、自分の言葉でまとめさせ

た。するとＡ子は、「外国の川と比べて、日本の川は

短く、流れが急。」と書き、 子は「川と地形と関係

がある。山が急だから、川がすぐに流れてしまう。」

とその児童なりにまとめることができていた。

（ 、プラズマテレビを使っての発表の様子）
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○グループでの話し合いの様子
このグループでの話し合いは、教師の予想通り、
男がキーマンとなり、司会者の 男の考えを変え

ることができた。 男は、理解力もあるので、自分
が分かればれば分かっていない 子や 男にも丁寧
に教えることができるだろうと思っていたが、その
通りになった。 男「みんな違う」という意見から、
司会者の 男の言った「みんなで数えてみよう」と
言葉から、もう一度、数えることから始めた。その
ときに、 男が正三角形 個分でも１個になること
を言ったので、それから、正三角形を寄せ集めたも
のを数えてもいいことに気づき、正解へと導くこと
ができた。 人の考えがそれぞれ違ったときの司会
者 男の対応の仕方もよかったと思う。

６グループ（ 男、 男、 男、 子）
正解者なし。
男は小さい△に気付いていない。 男が△9の
つは気付いているので、そのことから、 男と
男が中心となって話し合っていくうちに 全部

の正三角形に気付けるか。 子、 男も全ての正
三角形に気付けるか。

グループでの話し合いの様子
（司会： 男）

男：

子：

男：

子：

男：

男：

全員：

子：

男：

男：

男・ 子：

男：

男：

こある。

4×4＝

4×4＝ 、 ＝

みんな、違うね。

みんなで数えてみよう。

賛成

？

。 男と同じです。どうです
か？

わからない。※T男→K男に説明
※Y男→M子に説明

男の一番小さい三角形や 個の
三角形を つの三角形として数え
ることを教えてもらったから、意
見が変わった。

男に付け足しで、かぶってもい

子：

いことがわかった。

みんなの考えを聞くことでわか
った。

○全体の話し合いの様子
全体での話し合いでは、児童が、グループでの話

し合いの様子や上手に説明できなかった様子など
も発言した。 男は、グループの話し合いで、 子が
作ったとても分かりやすい説明図を使って説明し
たおかげで、分からなかった児童も理解できたこと
を発言した。 子は、小△しか、数えてなかったが、
子の説明を聞いて、理解できた。話し合いの後、

子のワークシートには、「 子の図はわかりやすいで
す・・大きくても重なってもよかったことに気付き
ました・・これからはめあてや図、考え方などを注
目していきたいと思いました。」と書かれていた。話
し合いをした後、自分の考えが変わったことをまと
めていた。

（自分の考えを説明する 子）

７ 授業実践４

単元名

年生 総合的な学習

「ふるさと 板山 再発見！そして 未来へ」

・ 時間目 時間完了）

学習の目標

・今までの活動について、自分の思いや考えを

意欲的に発表する。 【実行する力】

・話し合い活動や友達の「ぜひ伝えたい 活

動」を通して、自分が「よもぎまつり」で伝

えたいことを決めることができる。

【考える力】【つながる力】

めあてと手立て

本時の

めあて

今までの活動についてふりかえり、「よも

ぎまつり」で伝えたいことを決めよう！

手立て ○学年全員、児童それぞれのテーマに対

しての思いや、「よもぎまつり」に向けて
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５ 授業実践２

単元名

年 算数科「面積」 時間目 時間完了

学習の目標

四角形を三角形に分割する考えを用いて、四角形

の面積を工夫して求める。

めあてと手立て

本 時 の

めあて
四角形の面積の求め方を考えよう

手立て ○思考力、表現力を高めるために教室

に「算数コーナー」を設け、このコー

ナーに必ず、次時の算数の授業のめあ

てを掲示する。児童はそのめあてにつ

いて、自分なりの考えを家庭学習（自

主勉強）でまとめておく。分かりやす

く伝えられるように の利用（ 黒

板、使用ソフトはスクールプレゼンタ

ー、デジタルコンテンツ開発による自

作資料）する。児童は自信をもって、

根拠を明確にし、分かりやすく説明を

行うことができるだろう。

授業の実際

三角形の求積公式を活用して、四角形の面積を求

める授業では、自分の考えをできるだけ、分かりや

すく、視覚的にとらえさせるために を利用した。

を利用することで、いろいろな考えがあること

が分かり、友達の考えを視覚的にとらえることがで

きた。

（授業の様子）

６ 授業実践３

単元名

年 算数科「みんなで話しあいましょう」

時間目 時間完了）

学習の目標

・いろいろな大きさの正三角形の個数について、

友達の考えのよいところを見つけながら、意欲

的に話し合おうとする。

・図の中の正三角形の個数について話しあう中で、

話し合う中で、話し合いの仕方について知る。

めあてと手立て

本時の

めあて

図の中に正三角形は何個あるかについ

て話し合おう

手立て ○自分の考えを発言できるようにま

ず、めあてに対する自分の考えをもた

せ、その自分の考えをもって、グルー

プ・学級全体の話し合いを行う。自分の

考えと友達の考えを比べるときに、友

達の考えの中に自分の考えと同じ言葉

が使われてないか、同じ式、図を示して

いないかなど特に注意させる。そこか

ら多くの考えが導き出させることがで

きるだろう。

授業の実際

（それぞれの児童の考えが書かれている座席表）

（授業で使用したワークシート）
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○グループでの話し合いの様子
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男は小さい△に気付いていない。 男が△9の
つは気付いているので、そのことから、 男と
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ることを教えてもらったから、意
見が変わった。

男に付け足しで、かぶってもい

子：

いことがわかった。

みんなの考えを聞くことでわか
った。

○全体の話し合いの様子
全体での話し合いでは、児童が、グループでの話

し合いの様子や上手に説明できなかった様子など
も発言した。 男は、グループの話し合いで、 子が
作ったとても分かりやすい説明図を使って説明し
たおかげで、分からなかった児童も理解できたこと
を発言した。 子は、小△しか、数えてなかったが、
子の説明を聞いて、理解できた。話し合いの後、

子のワークシートには、「 子の図はわかりやすいで
す・・大きくても重なってもよかったことに気付き
ました・・これからはめあてや図、考え方などを注
目していきたいと思いました。」と書かれていた。話
し合いをした後、自分の考えが変わったことをまと
めていた。

（自分の考えを説明する 子）

７ 授業実践４

単元名

年生 総合的な学習

「ふるさと 板山 再発見！そして 未来へ」

・ 時間目 時間完了）

学習の目標

・今までの活動について、自分の思いや考えを

意欲的に発表する。 【実行する力】

・話し合い活動や友達の「ぜひ伝えたい 活

動」を通して、自分が「よもぎまつり」で伝

えたいことを決めることができる。

【考える力】【つながる力】

めあてと手立て

本時の

めあて

今までの活動についてふりかえり、「よも

ぎまつり」で伝えたいことを決めよう！

手立て ○学年全員、児童それぞれのテーマに対

しての思いや、「よもぎまつり」に向けて
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５ 授業実践２

単元名

年 算数科「面積」 時間目 時間完了

学習の目標

四角形を三角形に分割する考えを用いて、四角形

の面積を工夫して求める。

めあてと手立て

本 時 の

めあて
四角形の面積の求め方を考えよう

手立て ○思考力、表現力を高めるために教室

に「算数コーナー」を設け、このコー

ナーに必ず、次時の算数の授業のめあ

てを掲示する。児童はそのめあてにつ

いて、自分なりの考えを家庭学習（自

主勉強）でまとめておく。分かりやす

く伝えられるように の利用（ 黒

板、使用ソフトはスクールプレゼンタ

ー、デジタルコンテンツ開発による自

作資料）する。児童は自信をもって、

根拠を明確にし、分かりやすく説明を

行うことができるだろう。

授業の実際

三角形の求積公式を活用して、四角形の面積を求

める授業では、自分の考えをできるだけ、分かりや

すく、視覚的にとらえさせるために を利用した。

を利用することで、いろいろな考えがあること

が分かり、友達の考えを視覚的にとらえることがで

きた。

（授業の様子）

６ 授業実践３

単元名

年 算数科「みんなで話しあいましょう」

時間目 時間完了）

学習の目標

・いろいろな大きさの正三角形の個数について、

友達の考えのよいところを見つけながら、意欲

的に話し合おうとする。

・図の中の正三角形の個数について話しあう中で、

話し合う中で、話し合いの仕方について知る。

めあてと手立て

本時の

めあて

図の中に正三角形は何個あるかについ

て話し合おう

手立て ○自分の考えを発言できるようにま

ず、めあてに対する自分の考えをもた

せ、その自分の考えをもって、グルー

プ・学級全体の話し合いを行う。自分の

考えと友達の考えを比べるときに、友

達の考えの中に自分の考えと同じ言葉

が使われてないか、同じ式、図を示して

いないかなど特に注意させる。そこか

ら多くの考えが導き出させることがで

きるだろう。

授業の実際

（それぞれの児童の考えが書かれている座席表）

（授業で使用したワークシート）
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の不安、迷い、心配などが書かれている名

簿を見ながら、話し合い活動を行う。名簿

に書かれて内容に対して、周りの友達は

アドバイスや自分の考えを発言し合うこ

とで、自分たちで解決できることができ

るだろう。また、「よもぎまつり」は、自

分の決めたテーマで伝えたいが、仲間が

ほしいという児童は、「仲間集め隊」とな

り、 活動を行う。この活動を行えば、

「ふるさと板山」に伝わる「もの」「こと」

が少しでも多くの人に伝えられるような

「よもぎまつり」にすることができるだ

ろう。

授業の実際

（それぞれの児童の思いが書かれている名簿）

○話し合い活動について

まず、 時間目が終わった時点で、自分のテーマ

に対して、それぞれの児童が抱えているその時の気

持ちを調べ、それを名簿一覧にした。そして、その

名簿を児童全員に配付した。すると、どの児童がど

んなことで悩んでいるのか、何を思っているのかな

どが明確になった。授業は、その悩んで友達に対し

アドバイスするような意見が多く出された。そのア

ドバイスに耳を傾けることで、自分のテーマに対し

て 自信がもてなかった児童は自信がもて、テーマ

をどうするのか迷っていた児童は、決定することも

できた。また、悩んでいたことに対しても「こうす

るといいんじゃないかな。」とアドバイスをもらえ

たことで解決できた児童もいた。

○PR活動について

この先、自分のテーマで活動していくのに「もっ

と仲間がほしい」と思っている児童もいたので「仲

間集め」隊を結成し、 も行った。この場で自分テ

ーマ に対するやりたいことや自分の思いを発表す

ることができ、その思いに賛同した友達が応援して

くれることにもなった。

○授業の感想について

授業の最後に児童に感想を書かせた。「自分のテー

マに対して不安に思っていることが解決できた。」

という内容のものが多かった。しかし、その反面、

「テーマに対して新たに迷いが出てしまった。」と

書いている児童もいた。また、ある児童は資料の漢

字が読めないことに不安をもっていた。友達から見

ればたいしたことでは悩みでも、実は、本人にとっ

ては大きな悩みであった。その悩みに対し、グルー

プの友達が、言ってくれたアドバイスに対しての感

想で「分からない漢字を教えてくれると言ってくれ

たことに感動した。自分のテーマで進めていく自信

がついた。」と書いていた。

８ 書くことの重視

話し合い活動で大切なことは、一人一人が考えを

もつことであると考え、その考えを書かせ、また振

り返りの場面でも、話し合いの内容を頭の中でまと

めながらもう一度、めあてに対する自分の考えを書

かせてきた。書くことは考えることであり、考えを

表現することである。また、書いたことを発表する

ことで、伝える活動の手助けにもなり、書くことで

全員参加の授業になる。授業中の評価にノート・ワ

ークシートや操作、発言など多様な方法を取り入れ

ることで、児童の学習状況をより的確に把握し、適

切な支援ができるように工夫した。

また、ノート・ワークシートや振り返りカード の

記述、発言などを記録、蓄積、分析することによっ

て思考力、表現力の変容をとらえるとともに、次時

や次単元の指導に生かすようにした。

９ 書く力をつけるために日常的に行ってきた「コ

ボちゃん」

書く力を付けるために、 コマ漫画の「コボちゃ
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の不安、迷い、心配などが書かれている名

簿を見ながら、話し合い活動を行う。名簿

に書かれて内容に対して、周りの友達は

アドバイスや自分の考えを発言し合うこ

とで、自分たちで解決できることができ

るだろう。また、「よもぎまつり」は、自

分の決めたテーマで伝えたいが、仲間が

ほしいという児童は、「仲間集め隊」とな

り、 活動を行う。この活動を行えば、

「ふるさと板山」に伝わる「もの」「こと」

が少しでも多くの人に伝えられるような

「よもぎまつり」にすることができるだ

ろう。

授業の実際

（それぞれの児童の思いが書かれている名簿）

○話し合い活動について

まず、 時間目が終わった時点で、自分のテーマ

に対して、それぞれの児童が抱えているその時の気

持ちを調べ、それを名簿一覧にした。そして、その

名簿を児童全員に配付した。すると、どの児童がど

んなことで悩んでいるのか、何を思っているのかな

どが明確になった。授業は、その悩んで友達に対し

アドバイスするような意見が多く出された。そのア

ドバイスに耳を傾けることで、自分のテーマに対し

て 自信がもてなかった児童は自信がもて、テーマ

をどうするのか迷っていた児童は、決定することも

できた。また、悩んでいたことに対しても「こうす

るといいんじゃないかな。」とアドバイスをもらえ

たことで解決できた児童もいた。

○PR活動について

この先、自分のテーマで活動していくのに「もっ

と仲間がほしい」と思っている児童もいたので「仲

間集め」隊を結成し、 も行った。この場で自分テ

ーマ に対するやりたいことや自分の思いを発表す

ることができ、その思いに賛同した友達が応援して

くれることにもなった。

○授業の感想について

授業の最後に児童に感想を書かせた。「自分のテー

マに対して不安に思っていることが解決できた。」

という内容のものが多かった。しかし、その反面、

「テーマに対して新たに迷いが出てしまった。」と

書いている児童もいた。また、ある児童は資料の漢

字が読めないことに不安をもっていた。友達から見

ればたいしたことでは悩みでも、実は、本人にとっ

ては大きな悩みであった。その悩みに対し、グルー

プの友達が、言ってくれたアドバイスに対しての感

想で「分からない漢字を教えてくれると言ってくれ

たことに感動した。自分のテーマで進めていく自信

がついた。」と書いていた。

８ 書くことの重視

話し合い活動で大切なことは、一人一人が考えを

もつことであると考え、その考えを書かせ、また振

り返りの場面でも、話し合いの内容を頭の中でまと

めながらもう一度、めあてに対する自分の考えを書

かせてきた。書くことは考えることであり、考えを

表現することである。また、書いたことを発表する

ことで、伝える活動の手助けにもなり、書くことで

全員参加の授業になる。授業中の評価にノート・ワ

ークシートや操作、発言など多様な方法を取り入れ

ることで、児童の学習状況をより的確に把握し、適

切な支援ができるように工夫した。

また、ノート・ワークシートや振り返りカード の

記述、発言などを記録、蓄積、分析することによっ

て思考力、表現力の変容をとらえるとともに、次時

や次単元の指導に生かすようにした。

９ 書く力をつけるために日常的に行ってきた「コ

ボちゃん」

書く力を付けるために、 コマ漫画の「コボちゃ




